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　The study is an investigation for the fluctuationfor river mouth about Monobe Ｒｉ,･er.
　As the firststepj we Unｅｗ　ｓomenatures of the river in outline and reference between the breadth
of river mouth and clischage that was linear.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　ま　え　が　き
　高知県の太平洋沿岸は即砂の移勁が著しく，河口の狭窄，閉塞をうけやすい。物部川は一級河川
にも指定され，また急流河川であるが，時には完全閉塞に近い状態に至る場合もある。本論文にお
いては，まず物部川の河川性状を知り，ついで河口狭窄について述べる。
Ｈ 物部川の性状
　　　　　　　　　　　流域面積・　　　　　　　　508.2 km=
　　　　　　　　　　　　　（山地部）　　　　(462.0 ・・）
　　　　　　　　　　　　　（平野部）　　　　( 38.2 '/　）
　　　　　　　　　　　流路延長　　　　　　　　　70.5 km
　　　　　　　　　　　　　（山地部）　　　　( 61.0 ・･）
　　　　　　　　　　　　　（平野部）　　　　（　9.5 "　）
　　　　　　　　　　　平●均コウ配　　　　　　　　1/52
　　　　　　　　　　　　　（上流部）　　　　　1/11
　　　　　　　　　　　　　（中流部）　　　　　　1/61
　　　　　　　　　　　　　（下流部）　　　　　1/270
　　　　　　　　　　　計画洪水量（河［1部］　　4,740?/sec
　物部川の特徴は第１図に見られるように，四国地方の他の大河川では，中流部以下のコウ配が非
常に緩やかで，反対に上流部は極めて急峻なのに，物部川は中，下流部に至るまで急流かつゞ｀き，
上流部は４大河川の中，もっとも緩である。また，他の３河川が少なくも２段の遷急点を有するの
に，物部川はほとんど遷急点らしいものが見られない。これについては，物部川の位置する四国東
部山地では，他の地域に比して隆起速度火であったため，あるいは隆起量は同じ位で曲事半径が小
さいのであろうと考えられている。
　海岸部については，物部川以東は隆起，以西は沈降地帯であって，この漸移地帯に属している。
また浦戸湾口から物部河口を経て，赤岡月見山に至る海岸には長い砂の堆積が見られ，高さは７ｍ
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内外，起因は波浪による打上づである。
（1）ダム群
治水，発電関係
　①　永瀬ダム
｜
　　切
走/1
　　治水・発電　昭和28年
　③　吉野ダ｀ム　Ｑ刀=500,000?
　　発　電　　　昭和30年
　③　杉田ダム　Qb = 5,800,000?
　　発　電　　　昭和34年
農業水利関係
　①　山田ゼ牛　徳川時代
　③　合同ゼキ　取水量9.0?/sec　昭和什
　（2）その他
　河川関係の構造物としては若干の橋梁の外，
特記するものはない。
　　　I＼^　　流　　　　　出
洪水流出Iを川上によるラショナル改善式を用
第２図　物部川下流略図
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第３図　物　部　川　　略　図
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いて求めて見た。
　昭和41年の高知県に影響のあった台風は13, 14, 15, 19, 24号の各台風であるが，24号は安芸市
に上陸し，もっとも強大であったから，これについて試算をすることにする。
　Tiesen法によって雨量を求めると
　　几　＝流域平均の総降雨量
　　　　= 197.5 mm
　　尺　＝最大日雨量
　　　　= 155. 4 mm
　　尺。＝最大日雨量の前日または翌日の日雨量のうち，大きい方の日雨量
　　　　= 59. 6 mm
　ラショナル改善式
　　　　Ｑ＝☆ｆｍＣ嶮j1
　ここに
　　　　Ｑ＝流出洪水量　?/sec
　　　　　　　1-15.7ｙ＝－7177－＝0.7
　　　　　　　拓
　　　　肖Ｊ　０．３ｊ十〇｡7 = 1.19
72＝　1十
C４＝　1.06
拓
一尺
＝　1.38 0
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　　　　Ａ＝流域面積
　常数らは河川の特有値である。物部川の数値はないので，昭和33年から38年までの15コの洪水
について逆算してそれぞれのらを求め，その中24号台風時における降雨分布に類似する３コの
例をえらび，その平均値として1.06を得た。
　これによって計算すると(2 = 468.8?/secとなり，永瀬ダム観測所の記録による452.4?/sec
とよく近似する流量を得た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ　　河　　口　　幅
昭和:旧年７～９月の６回の調査による河［|幅と流公£の関係を第４図に示す。
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　　　　　　　　　　　　　第４図　河口幅と流量　（昭和41年）
　１年だけでは資料不足であるが，すでに指摘されているように，河口幅と流量はほｙ直線関係に
あることと一致するように思われる。
(昭和44年９月27日受理)
